
〈読者の声〉 
・自分の興味がある「資産運用」についての内容であるため見入ってしまった。 （男性29歳以下） 

・資産運用は気になるので、とてもためになった。新聞広告に載ることで知ることができるし、踏み出
すきっかけになると思う。（男性40代） 
・あらためて証券投資に着目した。 （男性50代） 
・あまり馴染みのない資産運用について記事形式で読んで知ることが出来て良かった。 

                                                                                                                          （女性29歳以下） 
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低金利時代、貯蓄から投資へ！資産運用をはじめよう 

「証券投資の日」企画 
 

 昨今、「人生１００年時代」と言われるようになりましたが、年金に対する不安があり、銀行預金だけで
は低金利のため貯金が目減りしてしまうリスクもあります。昨年から「iDeCo（イデコ）」の対象者が拡充さ
れ、今年から「つみたてNISA」が始まるなど投資の環境整備が行われてきましたが、貯蓄から投資への
流れはあまり進んでいないのが実情です。そこで、投資に関してわかりやすく読者へ伝え、証券投資を
啓発する企画を立案しました。 
 １０月４日のこの日は、日本証券業協会が１０（とう）と４（し）の語呂合わせから１９９６年に「投資の日」
と制定（昨年「証券投資の日」へ名称変更）。企画では、同協会鈴木会長へインタビュー。同協会に加盟
する証券会社を中心に、銀行、証券運用会社等へ営業し、２社から協賛を頂きました。 
 今後は、２月１３日＝「ＮＩＳＡの日」｛２（二）１（イー）３（サ）｝語呂合わせの企画にもチャレンジしたいで
す。                                          東京本社広告二部 髙田 直義 

10月4日は証券投資の日 
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